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1.  本書の位置づけ 

本書は、広陵町（以下、「貴町」という。）が委託する「広陵町地域公共交通利便増進計画策定業務委

託」（以下、「本業務」という。）の履行に先立ち、本業務の目的、作業概要、実施スケジュール、実施

体制等を取りまとめて計画的に遂行するための実施計画を定義したものである。 

本書は、本業務の進行等にあわせて段階的に詳細化し、計画等の変更が発生した場合は適時に内容の改

定を行うこととする。 

 

2.  本業務の目的 

広陵町地域公共交通活性化協議会では、昨年度（令和３年度）、 既存公共交通の維持・改善に加え 、 

福祉有償運送などの多様な移動手段と連携を図り、多様な人々の移動目的に合致した移動手段を一体と

して検討するため、貴町の公共交通施策のマスタープランとなる「広陵町地域公共交通計画（以下「交

通計画」という）」を策定した。なお、同時に貴町の最上位計画にあたる第 5 次広陵町総合計画を策定

している。 

本業務は、昨年度策定した交通計画にある実施事業のうち、「利便増進事業」に位置づけた事業（事

業番号１、４、５及び９）（以下「利便増進事業」という。）をより具現化するとともに、利用者が少

ない路線・ダイヤの改善や自家用有償 旅客運送の導入等を含め、総合的に検討する必要があり、 公共

交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 41 号）（以下「法」という。）に対応した 「広

陵町 地域公共交通利便増進計画」（以下「利便増進計画」という。） を策定するものである。 

 

3.  本業務の作業概要 

(1)  仕様書項目を踏まえた作業概要案 

本業務における作業概要を表 3-1 に示す。各作業の詳細については、各作業工程の着手前に作業の進

め方や役割分担、成果物の内容について、協議の上、決定することとする。 

表 3-1 本業務の作業概要 

No. 作業工程・項目 作業概要 

１．計画準備 

（ｱ） 業務実施計画書等の作成 ① 本業務の実施に先立ち、業務の目的、作業概要、実施スケジ
ュール、実施体制等を取りまとめて計画的に遂行するため
の実施計画を定義する（本書）。 

２．広陵町地域公共交通利便増進計画の策定 

（ｱ） 住民ワークショップの実施 ① 目的：広陵元気号に係る地区毎の利用状況、住民等がどん
な用途で利用したいか、どんな課題を感じているか等を具
体的に把握し、市町村有償運送として具現化するべき事業
内容を整理しつつ、市町村有償運送の納入も含む広陵元気
号の運行再編に向けた共通認識化を図る。 

② 回数：３回程度 

③ 弊社作業内容：運営及び資料作成支援 （先進地事例等の調
査検討を含む。） 

④ 実施概要案：参考１ 
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No. 作業工程・項目 作業概要 

（ｲ） 既存交通事業者等へのヒア
リング 

① 目的：既存交通事業者等の経営状況、現行交通サービス課
題、事業状況等を整理し、広陵元気号の運行再編に係る受
容性を把握する。なお、住民ワークショップの効果的な実
施、住民ワークショップ結果と既存交通事業者による実効
性のある市町村有償運送の実証運行を実施するため、新た
な移動手段の担い手としての受容性、貴町の公共交通体系
に変化が生じることによる既存交通サービスへの影響等を
考慮した丁寧な調整を進める。 

② 回数：2 段階のヒアリングを想定（個別ヒアリングを踏まえ
て既存交通事業者間の調整を行う）  

③ 弊社作業内容：交通事業者との協議に係る準備、各交通事
業者の意見を計画にどのように反映させて行くのか等につ
いて、事務局と一体となって関係者間の調整を着実に進め
るためのサポートを行う。 

④ 実施概要案：参考２ 

（ｳ） 実施運行計画案の作成 ① 趣旨：ア及びイの結果等に基づき、実証運行計画案を作成
する。主な内容は以下のとおりで、運行形態、 利用促進、
評価指標の設定及び PDCA の仕組み化についてア及びイ
の内容を踏まえた実証運行計画案の提案を行う。 

② 内容：下記の各項目 

・市町村有償運送 及び広陵元気号（中央幹線）の運行形態に
ついて 

・市町村有償運送の予約システムについて 

・市町村有償運送の周知方法について 

・市町村有償運送及び広 陵元気号（中央幹線）利用促進につ
いて 

・実証運行における評価 指標の設定及び PDCA の仕組み化
について 

・実証運行の期間及び評価のスケジュールについて 

・本格運行への移行について 

・その他実証運行に関することについて 

③ 納期：10 月 31 日 

④ 全体スキーム案：参考３ 

（ｴ） 利便増進計画の策定 ① 趣旨：アからウの業務を基に、利便増進計画を策定する。実
施事業の具現化、交通計画に基づいた指標の設定及び 

PDCA の仕組み化について具体的な提案を行う。 

② 当初仮説：参考４ 

③ その他：運行情報の通知方法についてのツールを複数調査
し提案等行う。 

３．パブリックコメント実施支援 

（ｱ） パブリックコメント実施支
援 

① 趣旨：町（事務局等）が行うパブリックコメントに際して、
資料作成及び意見への回答案作成について支援を行う。 

４．広陵町地域公共交通活性化協議会運営支援  

（ｱ） 協議会運営支援 ① 目的：上記 2 及び 3 について協議するため、広陵町地域公
共交通活性化協議会を開催する。 

② 回数：4 回開催予定 
③ 各回での検討事項案：参考５ 
④ 弊社作業内容：運営及び資料作成の補助を行う。 

５．追加調査 

（ｱ） 住民のラストワンマイルの
支援に向けた調査 

① グリーンスローモビリティの導入に向けた調査・検討（事
例調査、交通計画を踏まえた貴町での可能性検討） 
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No. 作業工程・項目 作業概要 

６．その他 

（ｱ） 担当者間打合せ ① 町担当者と弊社担当者で、本業務の作業状況および成果物
の内容確認等を行う。 

② 日程は随時調整のうえ、必要時に開催する（１回あたり１
時間程度）。 

（ｲ） 担当者間打合せ議事要旨作
成 

① 担当者間打合せの内容につき、議事要旨を作成し、７営業
日以内に送付する。 
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《参考１：①住民ワークショップ実施概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考２：ヒアリング実施概要案》 
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《参考３：利便増進計画策定に向けた実施スキーム案》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

広陵元気号（北部支線、南部支線）での市町村有償運送の本格運行へ 
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《参考４：広陵元気号の運行再編に係る利便増進事業等イメージ》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考５：地域公共交通活性化協議会（案）》 
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4.  実施スケジュール 

(1)  本業務の実施スケジュール 

本業務の実施スケジュールを図 4-1 に示す。 

 

図 4-1 実施スケジュール 

 

 

  

０．業務趣旨の理解

１）地域公共交通計画の整理

２）実施計画書の作成

３）業務の認識合わせ

１）住民ワークショップの実施

・実施計画作成

・参加者調整（出席要請は広陵町が実施）

・ワークショップの開催 ★第１回 ★第2回 ★第3回

・ワークショップ結果とりまとめ

２）公共交通事業者へのヒアリング調査

・ヒアリング調査項目作成

・交通事業者との日程調整

・ヒアリング調査の実施 ★第１回 ★第2回

・ヒアリング結果とりまとめ

１）住民ＷＳ結果等を踏まえた課題分析

２）実証運行計画案の策定 ★

３．広陵町地域公共交通利便増進計画策定

１）利便増進計画案の作成 ★

２）パブリックコメント支援

３）パブリックコメントを踏まえての計画案の修正 ★

４．グリーンスローモビリティの先行事例調査〔独自提案〕

５．地域公共交通活性化協議会 1回目 2回目 ３回目 4回目

※【事務局打合せ】は毎月開催し、必要に応じて追加開催を予定

１．広陵元気号の課題等整理、運行再編の方向性検討

２．広陵元気号の運行再編に係る実証運行計画案策定

検討項目
Ｒ４ Ｒ５

２月 3月11～１月10月6月 7月 8月 9月
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5.  実施体制 

(1)  本業務の作業実施体制図 

本業務の実施にあたり、貴町及び弊社の作業実施体制を図 5-1 に示す。なお、仕様項目の内容により、

パートナー企業との連携を想定している。 

 

図 5-1 本業務の作業実施体制図 

  
株式会社クニエ

業務担当者

高橋 誠司
ディレクター

統括責任者兼
業務実施責任者

三宅 俊介
コンサルタント/H

増田 瑞希
コンサルタント

中尾 誠
シニアコンサルタント

業務主担当者

弊社管理・
バックアップ体制

リソース管理
(人員補助)部門

プラクティスサポート・ＲＭ
部

品質管理部門

プラクティスサポート・RQM
部

情報セキュリティー部門

情報システム部等
個人情報の監理支援等

コンサルティング部門
各専門チーム

個別の専門領域に関する
アドバイス

※コンプライアンスを
重視した業務遂行につ
いては、弊社として
ISMSの取得をはじめと
した資格の取得とともに、
情報セキュリティ基本方
針を定め、全社員が順
守義務を負って日々の
業務等に従事している。
「情報セキュリティマネ

ジメントシステム
（ISMS）の認証取
得」(本社事務所)

情報セキュリティ
R&UD
都市経営
チーム
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6.  業務管理要領 

プロジェクト管理要領では、本業務において、貴町と弊社間で状況を可視化・共有することを目的とし

て、コミュニケーションの管理要領を定めることとする。 

 

(1)  会議体 

本業務において成果物の内容確認等を行うため、表 6-1 に示す会議体を設置する。なお、会議開催場

所は、町の会議室またはリモートとする。 

表 6-1 会議体 

No. 会議名称 開催目的 参加者 開催日時 

1 キックオフ会議 町担当職員等及び弊社間で、
プロジェクト実施計画書及び
プロジェクト管理要領の内容
確認等を行う。 

町担当職員等、 

弊社担当者 

令和 4 年 6 月 17 日
（金） 

2 担当者間打合せ 町担当職員等及び弊社間で、
本業務の作業状況、及び成果
物の内容確認等を行う。 

町担当職員等、 

弊社担当者 

日程は別途定める 

（※年間５回程度を
予定、必要に応じ開催
する。） 

 

 

(2)  電子メール 

電子メールにて連絡調整、情報共有等を行う際は以下のルールとする。 

 

 情報セキュリティの観点から、貴町が利用するファイル転送サービス又は弊社グループが利用して

いるファイル転送サービス（ETRANPOT）を利用して、ファイルを共有する。 

 

なお、通常時における貴町と弊社の電子メールの宛先を表 6-2 に示す。 

弊社担当者は 2022 年４月現在、担当者を４名とし、体制変更等が生じた場合に関しては速やかに貴

町へ報告する。 

 

表 6-2 通常時の電子メール宛先 

No. 所属 宛先 

1 広陵町総合政策課 sogoseisaku@town.nara-koryo.lg.jp 

2 弊社 ・高橋 誠司  takahashisi@qunie.com 

・三宅 俊介  miyakes@qunie.com 

・中尾 誠   nakaom@qunie.com 

・増田 瑞希  masudamz@qunie.com 
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(3)  成果品 

本業務における成果品を表 6-3 に示す。各納入成果物は納入期限までに作成し、貴町に提出する。 

表 6-3 本業務の納入成果物一覧 

No. 
仕様書 

記載名 
部数等 納入期限 

1 
広陵町地域公共交通利便 

増進計画 

紙媒体 30 部 
電子データ １部 

令和５年３月 

2 実証運行計画案 電子データ １部 令和 4 年 10 月 31 日 

3 
本業務で行った調査及び 

各種分析に係る報告書 
電子データ １部 令和５年３月 

４ 打合せ議事録等報告書 電子データ １部 令和５年３月 

５ その他関連資料 電子データ １部 令和５年３月 

 

印刷物は A4 判又は A3 判（A3 判を用いる場合は、折り込んで A4 に収まる形態とする）とする。また、

電子データは原則として Microsoft Office で読み込み可能な Word、Excel、Power Point で作成する。その

他のファイル形式は、貴町と協議の上、貴町が認める形式とする。 

  


